
長泉麗峰山の会・山行報告書                     文・ 写真  北村 

山行番．  個人山行 

日 時  2024 年 6 月 22 日（土）晴れ 

山 域  南アルプス・甲斐駒ヶ岳（2967ｍ） 

コース  尾白川渓谷駐車場 3:50－笹ノ平分岐 5:16－刀利天狗 6:23－七丈小屋 7:46 

甲斐駒ヶ岳頂上 9:29 (～10:03 昼食)― 七丈小屋 10:57 ―刀利天狗 12:06 

笹ノ平分岐 13:01 -尾白川渓谷駐車場(下山) 13:57 

標高差  上り・下り 単純標高差＝ 2197m 

尾白川渓谷駐車場 770m、甲斐駒ヶ岳 2967m  

難易度  非常に困難  レ困難  やや困難  普通  やや易しい  易しい 

日本三大急登、黒戸尾根に挑戦 
参加者  北村＝単独 

 

甲斐駒ヶ岳の黒戸尾根は、厳しいコースの一つとして山友達の間でも度々話題にあが

る。登山を始めたころ、いつか自分も登れるようになりたいと憧れた。 

その後、登山を続けて、長泉麗峰の新年会で、今年の抱負(挑戦)として、このコース

を日帰りで往復したいと話した。その半年後に挑戦した結果を報告書に纏めました。 

 

1年半前、南アルプス縦走の体力作りにランニングを開始した、1日 1kmから始めたが、

黒戸尾根トライを決めてからは、月間100kmを目標に継続して持久力と脚力を強化した。 

愛用しているランニングウォッチは手放せないギア、日々の走行データはアプリに転

送され、体力向上が数値で見えるので継続の励みになる。 

長大かつ急登が続くコースなので、後藤会長から良く言われている装備の軽量化を意

識した。いつもの 11kg から、9.5kg まで軽量化。樹林帯から岩稜帯まで条件が多岐にわ

たるコースの登山靴に悩んだが、歩き心地優先で、自分の足に一番フィットするトレッ

キングシューズに､硬くしっかりしたインソールを入れた。 

 

登山前日の夜、仕事後に車で山梨に向かった。帰宅後バタバタして出発が遅れ、現地

着は午前 1 時。静まりかえった駐車場には車中泊と思われる車が数台停まっていた。 

目を瞑ったら直ぐに寝落し、3 時過ぎに目覚めた。睡眠は足りないが、身体はすっきり

していた。暗さに目が慣れると、ツェルトに包まり外で寝ている人が居た。トイレに行

くとストレッチしている人が一人、山の朝は始まっている。車に戻り朝食と水分をしっ

かり摂って出発の準備をした。 

今回は、行程が遅れ計画時刻内の下山が厳しくなるか、下山の体力に不安が生じた場

合は、その時点で引き返すと決めた。 

3 時 50 分にはりきって挑戦をスタートしたが、真っ暗で登山口が見えず神社の中をウ

ロウロしてしまった。登山の恰好でなかったら不審者に見えるだろう(笑)  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

日の出前の登山口               明るくなり心地よい森に 

 

登山口を見つけて樹林帯に入る。日の出が近いとはいえ、誰も居ない真っ暗闇な森。

早朝は熊も活動する時刻なので用心してザックに熊鈴に下げた。つづら折りの急坂をし

ばらく歩くと下の方に登山者らしき灯りがひとつ見えた。 

標高を 700ｍ標高上げた笹の平分岐に到着、計画よりも 40 分早く着いた。立ち休憩し

ていると、後方に見えていた登山者が上がってきた。 

トレラン風の若い男性だが、聞くとトレランでは無く黒戸尾根初登と言っていた。速

そうなので先に行ってもらったが、休憩で前後入れ替わりながら何度も顔を合わせた。 

すっかり明るくなると、セミの大合唱が始まった。セミに負けない音量で野鳥も賑や

かに鳴き始める、森の動物達の声を行進曲に自然と歩くペースが上がった。 

時々トレランの方が後ろから良い勢いで歩いてくる。道を譲るため都度立ち止まるが、

皆さん礼儀正しく、スポーツマンらしい爽やかな挨拶が気持ち良い。トレランの方達の

往復は登山者の安全に大きく寄与していると思った。コースを外れていなければ、怪我

人が倒れていても気づいてくれるだろう。 

 

コースが長いので、いつもの紙地図は 3 分割し、進捗に合わせてシートを替えて歩いた。

裏面は全体図にポイント通過予定時刻を記載してペースを把握した。 

地図 1 標高 770～1850m  長い樹林帯 

地図 2 標高 1850～2200m 岩が出始める、黒戸山を巻きながら越えて一度下る 

地図 3 標高 2200～2967m ～七丈小屋～森林限界～岩稜帯～山頂 

 

地図 1 の樹林帯は変化が少なく特に記憶もないまま終了したが、地図 2 からは景色や登

山道に変化が現れて楽しかった。 

標高 1850m 地点で初めて富士山が見えた、少し進むと 1900m で鎖の手すりがついたナ

イフリッジ状の岩が現れる(刃渡りと呼ばれているらしい)。 

岩場に出ると一気に視界が開けて息を飲むような絶景が見えた。富士山と鳳凰山、八

ヶ岳連峰、ガスのかかった市街地の先に秩父の山々。特に山頂部分だけがクッキリ見え、

まるで雲を操っているような八ヶ岳は神々しく見えた。歩きを再開すると、遠くに甲斐

駒ヶ岳の山体が見えきた。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

標高 1900m 地点 鎖場(刃渡り)                 富士山と鳳凰山(刃渡りより) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八ヶ岳連峰(刃渡りより)            山の先に甲斐駒ヶ岳の山体(登山道より) 

 

5 合目手前では、シロバナヘビイチゴの群生が花を咲かせ、お花畑のようだった。その

あたりからは登山道にイワカガミがたくさん咲いていた。五合目の先の鞍部に出ると、

写真で良く見る梯子が現れてきた。急勾配の小さい山を巻いて進むかと思ったら、梯子

の道は小山の頂へと続いた。頂には石仏がたくさん置かれ信仰の面影を感じた。その後

も梯子や鎖が連続して現れる。遠くの雪山が見えるのがどこだ？とよく見る槍ヶ岳が見

えた。上り返しが増えて、標高が上がらず飽きかけたところで、タイミング良く七条小

屋に到着した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シロバナヘビイチゴの群生(五合目付近)    登山道に咲くイワカガミ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 垂直に近い梯子         鎖場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

槍ヶ岳が見えた(登山道より)                 七丈小屋(2370m)に到着して一息 

 

小屋の前には、6 人～10 人くらいの登山者が休んでいた。トレイを借り(200 円)、行動

食を食べながら少し長めに休憩を取る。七丈小屋で高度計を確認すると 80ｍくらい低く

表示されていた。気圧高度計なので気圧は上昇傾向、夜からの雨が早まる事はなさそう

と安心し高度を修正した。七丈小屋の標高は 2370m なので、山頂まで残り約 600m。予定

より早く着き、まだ疲れも感じないので、半分登頂した気分で登山を再開した。 

七丈小屋の少し上にテント場がある。下の段は富士山と鳳凰山、上の段は八ヶ岳が良

く見える眺望の良いテント場だ。宿泊して星空や朝日の写真を撮るのも格別だろうと思

った。 

急登が続く道を進んでいくと、疲れが出てきたか？空気が薄いせいか？身体にだるさ

を感じてきた。梯子を上る足も重たく感じ始める、七丈小屋での”半分登頂気分”はあ

っさり消えた。黒戸尾根を甘く見てすみません(汗) 

心拍数が上がり心臓の鼓動が身体に響く。高度による症状だが、歩けないほどではな

い。脚の疲労はどうだろう？と平らな場所で飛び跳ねてみたら、普通に飛べたので脚も

まだ大丈夫そうだ。 

 

歩幅を狭めて、心拍数が上がりすぎないよう意識して進んだ。梯子や鎖場は大好きだ

が、この時は「今日はもう要らない」という気分だった。全区間を通して、テント場の

先から 9 合目までの上りが肉体的に一番きつかった。 

8 合目は壊れた鳥居のあるご来光場、その先から森林限界となり、9 合目には黒戸尾根

の写真で良く見る２本の刀が立った岩がある。富士山、鳳凰山と並んだ刀の岩はカッコ



良く、場所を変えて何カットも写真を撮った。9 合目から先は足も疲れて惰性で上ってい

る感じになったが、山頂の祠が見えたときは、気持ちだけはラストスパートをかけた(笑) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 合目 ご来光場                        「今日はもう鎖場は結構」と思い撮った一枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 合目 刀が立った岩 後方に鳳凰と富士山    ついに山頂(右)が見えた! 

 

 

山頂に到着。まずは、わらじの祠に手を合わせる。終盤で失速したが、5 時間 40 分で

の登頂は予想より大分早かった。無風で適度な気温の気象条件にも助けられた。 

山頂に居た方にスナップ写真を撮ってもらう。登山に慣れた感じの方だったので、「黒

戸尾根はトレーニングコースですか？」と聞くと、「何度も来ているが前回不調で途中で

引き返したので今日はリベンジだった」との事。ただ、続けて「上れたのは嬉しいが、

長い下山を考えると、すでに気が重い・・・」と苦笑いしていた(笑)。 

雲は多めだが、四方の景色は良く見えていた。山頂は入れ替わりで 20 人くらい登山者

が居ただろうか。若い人が多かった。朝、笹ノ平分岐で会った若い登山者も到着して労

いの言葉をかけた。 

下山の体力は大丈夫そうなので、座って食事しながら脚を休めた。乾いた喉にフルー

ツ味のゼリーが美味しかった。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

山頂で記念写真を撮ってもらった              富士山と鳳凰山、右下は摩利支天(山頂にて) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山頂の様子(AM10:00)                       南アルプスの山々(山頂にて) 

 

10 時に下山を開始、ゆっくり安全を意識して歩き始めたが、下山は足が楽だった。 

上りで見落とした花に気づいて写真を撮ったり、途中で先に行かせてくれた登山者が上

がってきて、声をかけあったりした。時間が早いので、しばらくは上ってくる登山者に

道を譲りながら下った。ガンガン上るランナー、少しお疲れ気味の登山者、すれ違いの

挨拶は大事にしていきたい。 

 

 七丈小屋まで下りて軽く休憩。水場の水を購入(汲み放題 100 円)した。水質検査済な

ので、生で飲めるとの事。早速一口飲んだら、口当たりが柔らかくとても美味しかった。 

1ℓは容器に入れて飲まずに持ち帰り、自宅で美味しいコーヒーを飲んだ。 

七丈小屋からも梯子と鎖は続くので気を緩めず丁寧に下山した。それにしてもコースが

長い、上りはワクワク感で短く感じたが、さすがに単調な下山は途中で飽きも出てきた。 

大分進んだかな？と高度計を見ても麓は遠い。それでも樹林帯まで行くと歩きやすく

なり、朝同様、セミの声を行進曲に快調に歩いた。最初のチェックポイント笹ノ平分岐(標

高 1470m)に到着。残り標高差 700ｍも緊張を切らす事なく下り元気に下山できた。 

 

長泉町までの帰りの運転は、高速道路で眠気を感じたので、無理せず双葉サービスエ

リアで 30 分ほど仮眠。富士市内で大盛のカツ定食を食べて帰宅した。 

目標を達成し、風景や花も見ることができて大満足の一日となった



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


